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バ ッ テ リ ー
足 り て ま す か⚡



あ る 日 の 出 来 事



ある日の出来事

Z o omミーティングの最中に
電源ダウン

バ ッ テ リ ー 消 費 量 が 激 し か っ た が 、

す ぐ に 充 電 で き な い 状 況 で も あ っ た

た め 困 っ た 。



ある日の出来事

A Iで解決できるかも！？

G o o g l e  T a s k s に 事 前 に 作 成 し た タ ス

ク を 元 に 、 バ ッ テ リ ー の 無 駄 な 消 費 を

控 え る よ う 、 ユ ー ザ に ア ド バ イ ス を 提

供 す る A I が あ れ ば 便 利 だ と 感 じ た 。
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？現 状 の 課 題 と 問 題 点



現状の課題と問題点

バッテリー残量とタスクを
考慮しながらPCを使用している

ユーザ自身がPCのバッテリー残量と今後

取り組むべきタスクを考慮しながら作業

すると、タスク優先順位の誤判断や注意

力の分散などの問題につながる。



現 状 の 課 題 と 問 題 点

従 来 の 「 充 電 ア ラ ー ト 」 に は
問 題 が あ る

今 後 、 ど の よ う な タ ス ク に 取 り 組 む べ き な

の か が 確 認 で き な い 。

判 断 基 準 が 「 バ ッ テ リ ー 残 量 」 の み で あ り

今 後 の タ ス ク を 含 め て 考 慮 さ れ て い な い 。



調 査 ・ 研 究



調 査 ・ 研 究

バ ッ テ リ ー 消 費 の
必 要 で な い タ ス ク

バ ッ テ リ ー 消 費 の
必 要 な タ ス ク

G o o g l e  T a s k s



調 査 ・ 研 究

N o t i o n  A I

N o t i o n で は 、 デ ー タ ベ ー ス に 作 成 し た

タ ス ク の タ グ プ ロ パ テ ィ に 対 し て 、

N o t i o n  A I が そ の タ ス ク の 作 成 日 や 締

切 日 、 説 明 な ど を 分 析 し 、 最 適 な タ グ を

割 り 当 て る 。

業 務 効 率 を 向 上 さ せ る A I ア シ ス タ ン ト

参考文献等：
https://www.notion.com/product/ai1.
https://ai-market.jp/services/notion-ai/#Notion_AI2.

https://www.notion.com/product/ai
https://ai-market.jp/services/notion-ai/#Notion_AI
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！解 決 策



解 決 策

問 題 解 決 へ の ア プ ロ ー チ



Webアプリ

作成しよう

解決策



解 決 策



解 決 策

ユーザー

Webアプリ

AIでタスクの分類

通知



タ ス ク デ ー タ 分 類

G o o g l e  T a s k s の
デ ー タ を 取 得 し

G e m i n i に よ り 分 類 。



設 定

タ ス ク の 個 数 ・ バ ッ テ リ の 残 量
を 判 断 基 準 と し て 設 定 可 能 。



通 知

今 後 の タ ス ク の 内 容 を 含 め て
充 電 を す る よ う 通 知 。



✓取り組みの中で
発生した問題



A I、タスクをちゃんと

分類できない



？タ ス ク の 分 類 方 法 は ？



バッテリー消費が必要なら“yes”
“yes”もしくは“no”のみを出力する

返答の文字列に“yes”が
含まれるかどうか

プロンプト

取り組みの中で発生した問題



バッテリー消費を必要としないもの
と想定した、タスクデータ

取り組みの中で発生した問題

“yes”と返答される



取り組みの中で発生した問題

プロンプト内に“GoogleTasksのタスクデータ”って書
いてあるじゃないですか。

タスクの内容も、パソコン作業の可能性が高いですよ！



AIに対する指示（プロンプト）は
より明確にする必要がある。

取り組みの中で発生した問題

AIモデルは
ユーザの意図を推測して返答する。

そうしなかった場合

https://platform.openai.com/docs/guides/prompt-engineering#strategy-write-clear-instructions



タスクデータは記述量が少なく
詳細ではない

「Google Tasks」という文脈情報が「PCでの作業」
という暗黙の前提を引き出したと考えられる

取 り 組 み の 中 で 発 生 し た 問 題



！結 論



プ ロ ン プ ト の 役 割 は

設 計 書



「 G o o g l e  T a s k s の タ ス ク デ ー タ 」
↓

「 タ ス ク デ ー タ 」



λ活動を振り返って



AIを活用して
ユーザが作成したタスクの分類

活動を振り返って

できた できなかった

ユーザに対して受動的な
サービスの提供

分類データとバッテリー残量を
考慮した通知の実装

ユーザが作成したタスク毎の
バッテリー消費量の取得



✓今後の課題



既 存 の 充 電 ア ラ ー ト と

差 異 が 無 い



今後の課題

タ ス ク で
使 用 す る ア プ リ 予 測

ア プ リ ご と の
バ ッ テ リ ー 消 費 量 予 測

タ ス ク に
取 り 組 む 時 間 予 測

デ バ イ ス の
充 電 タ イ ミ ン グ 予 測

01
Function Function Function Function
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！今 後 の 展 開



今 後 の 展 開

タスクごとにバッテリー消費量が異なる

タスクの内容から使用するアプリを選定
するプロンプトもしくはAIの作成

課題

アプローチ

タスクに取り組む時間の予測が困難

Google calendarと連携することで
ユーザが作成したイベントを元に予測

課題

アプローチ

アプリごとバッテリーの消費量が異なる

アプリごとの
バッテリー消費率の取得

課題

アプローチ

ユーザが使用するアプリを考慮できない

ユーザのデバイスに
インストールされているアプリの取得

課題

アプローチ



デスクトップアプリの作成
アプローチ

今 後 の 展 開

「設定」→「電源とバッテリー」から、
それぞれのアプリの

バッテリー消費率が確認できる。

Windows

Node.js を使用してプロセスごとのリソー
ス消費状況からそれぞれのアプリのバッテ

リー消費率が取得可能。

Linux



ご 清 聴 い た だ き

あ り が と う ご ざ い ま し た

Work illustrations by Storyset
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